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１
．

１
０

ケ
月

の
運

動
で

「
米

軍
機

Ｎ
Ｏ

」
は

県
民

の
声

が
ハ

ッ

キ
リ

し
た

。
「

実
行

委
員

会
」

が
結

成
さ

れ
て

か
ら

の
１

０
ケ

月
の

主
な

取
り

組
み

は
、

・
「

２
・

２
５

県
民

集
会

」
前

の
５

週
間

の

宣
伝

カ
ー

・
６

万
枚

の
チ

ラ
シ

配
布

・
２

０
０

０
枚

の
ポ

ス
タ

ー
・

春
の

地
域

宣
伝

チ
ラ

シ
１

万
枚

・
夏

の
学

習
会

・
秋

の
駅

頭
・

地

域
チ

ラ
シ

５
万

枚
な

ど
で

し
た

。

　
明

確
に

な
っ

た
こ

と
は

圧
倒

的
に

「
県

民
の

心
は

米
軍

機
Ｎ

Ｏ
」

で
あ

っ
た

こ
と

。
「

実
行

委
員

会
」

と
し

て
精

一
杯

の
取

り
組

み
で

し
た

が
、

課
題

に
比

べ
て

ま
だ

ま
だ

「
不

充
分

で
あ

る
」

事
も

。

２
．

教
訓

と
し

て
、

長
丁

場
の

運
動

で
は

学
習

会
が

欠
か

せ
な

い
と

い
う

事
。

そ
の

た
め

に
少

な
く

と
も

２
つ

の
事

で
学

習
を

す
す

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

一
つ

は
、

今
回

の
米

軍
・

自
衛

隊
の

再
編

で

「
憲

法
９

条
を

変
え

」
、

「
安

保
条

約
の

枠
も

越
え

て
」

ま
で

も
日

本
を

戦
争

す
る

国
に

し
よ

う
と

す
る

核
心

を
事

実
に

照
ら

し
て

学
ぼ

う
。

そ
の

た
め

に
、

　
・

憲
法

　
・

法
的

裏
付

け
と

し
て

「
有

事

法
制

制
定

」
９

条
改

正
（

集
団

的
自

衛
権

確
立

）
⇒

戦
争

す
る

国
。

・
実

戦
的

準
備

（
集

団
自

衛
権

の
先

取
り

）
米

軍
自

衛
隊

の

再
編

と
共

同
訓

練
の

強
化

⇒
戦

争
す

る
国

。
の

２
つ

の
方

面
か

ら
並

行
し

て
進

め
て

い
る

事
な

ど
ア

メ
リ

カ
の

戦
争

政
策

と
の

関
わ

り
で

日

本
が

従
属

的
に

な
っ

て
い

る
事

を
学

び
広

め
よ

う
。

　
二

つ
に

は
、

「
戦

争
す

る
国

」
の

政
策

が
１

９
９

１
年

の
湾

岸
戦

争
を

契
機

に
進

め
ら

れ
、

９
６

年
の

日
米

安
保

共
同

宣
言

で
、

安
保

条
約

の
枠

を
踏

み
に

じ
り

共
同

行
動

を
極

東
の

範
囲

か
ら

ア
ジ

ア
太

平

洋
地

域
に

拡
大

し
た

こ
と

。
以

後
、

周
辺

有
事

　
・

「
後

方
支

援
」

　
・

「
非

戦
闘

地
域

」
な

ど
自

衛
隊

を
海

外
に

派
兵

し
ア

メ
リ

カ
軍

　
　

　
　

憲
法
９
条
守
れ
！
意
見
広
告
の
お
願
い

　
小

泉
内

閣
か

ら
安

倍
内

閣
に

移
り

ま
し

た
が

、
変

わ
ら

な
い

の
が

憲
法

９
条

を
か

え
る

か
、

そ
れ

と
も

９
条

を
守

る
か

の
た

た
か

い
で

す
。

私
た

ち
は

引
き

続
き

「
守

る
」

運
動

を
さ

ら
に

持
続

的
に

広

め
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ど

ん
な

為
政

者
で

も
２

度
と

「
憲

法
改

正
」

は
口

に
出

せ
な

い
ま

で
、

完
膚

な
き

運
動

ま
で

に
発

展
さ

せ
ま

し
ょ

う
。

そ
の

た
め

に
「

見
て

も
ら

う
・

聞
い

て
も

ら
う

・
読

ん

で
も

ら
う

・
書

い
て

も
ら

う
」

の
総

合
力

で
県

民
に

訴
え

続
け

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
今

年
も

下
記

の
要

領
で

新
聞

意
見

広
告

掲
載

を
実

施
し

ま
す

。
各

平
和

委
員

会
・

平
和

の
会

で
は

地
域

・
職

場
の

み

な
さ

ん
に

は
た

ら
き

か
け

て
、

昨
年

の
実

績
を

基
準

に
そ

れ
を

上
回

る
奮

闘
を

お
ね

が
い

し
ま

す
。

1
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1
0

1
0

1
0

1
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2

1
県

民
集

会
県

民
集

会
県

民
集

会
県

民
集

会
県

民
集

会
・・ ・・・

実
行

委
員

会
の

報
告

と
提

案
実

行
委

員
会

の
報

告
と

提
案

実
行

委
員

会
の

報
告

と
提

案
実

行
委

員
会

の
報

告
と

提
案

実
行

委
員

会
の

報
告

と
提

案
　

米
軍
機
く
る
な
！
　
３
５
０
人
が
集
う

　
「

茨
城

の
空

に
米

軍
機

は
い

り
ま

せ
ん

」
１

０
・

２
１

県
民

集
会

が
小

美
玉

市
玉

里
総

合
文

化
セ

ン
タ

ー
で

開
催

さ
れ

３
５

０
人

参
加

し
ま

し
た

。
百

里
弁

護
団

長
の

内
藤

功
さ

ん
の

講
演

、
米

空
母

横

須
賀

配
備

阻
止

連
絡

会
事

務
局

長
の

新
倉

さ
ん

の
挨

拶
、

実
行

委
員

会
か

ら
の

報
告

と
提

案
、

各
界

か

ら
の

決
意

等
が

あ
り

充
実

し
た

集
い

に
な

り
ま

し
た

。
カ

ン
パ

も
約

１
０

万
円

集
ま

り
ま

し
た

。
集

い

を
成

功
さ

せ
る

た
め

に
努

力
し

て
く

れ
た

み
な

さ
ん

に
感

謝
申

し
上

げ
ま

す

を
支

援
し

て
き

た
経

過
を

歴
史

的
に

学
ぼ

う
。

今
回

の
「

日
米

同
盟

未
来

の
た

め
の

変
革

と
再

編
」

（
中

間
報

告
）

及
び

「
再

編
実

施

の
た

め
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
（

最
終

報
告

）
で

は
つ

い
に

、
世

界

中
ど

こ
に

で
も

自
衛

隊
を

派
兵

す
る

こ
と

を
取

り
決

め
ま

し
た

。
こ

の
１

０
年

間
の

憲
法

　
・

安
保

を
め

ぐ
る

移
り

変
わ

り
は

戦
後

６
１

年
の

中
に

あ
っ

て
「

急
激

に
右

傾
化

」
し

て
お

り
、

現
在

そ
の

渦
中

の
あ

る
と

い
う

こ
と

を
話

し
合

い
広

め
ま

し
ょ

う
。

３
．

今
後

の
取

り
組

み
の

基
本

と
し

て
は

、
・

地
元

の
声

（
騒

音
・

事
故

・
犯

罪
な

ど
の

不
安

）
を

ど
う

実
現

し
て

い
く

か
。

　
・

全

国
各

地
の

個
別

的
な

運
動

を
ど

う
全

国
的

な
運

動
に

発
展

さ
せ

て
い

く

か
。

　
・

そ
の

た
め

に
も

県
民

に
訴

え
る

取
り

組
み

を
強

め
ま

す
。

同
時

に
「

実
行

委
員

会
」

を
全

県
的

な
運

動
に

取
り

組
め

る
よ

う
団

体
・

市
民

グ
ル

ー
プ

　
・

個
人

な
ど

幅
広

く
参

加
し

て
も

ら
う

事
が

必
要

で
す

。
　

　
　

　
　

　
　

（
伊

　
達

）

講
演
す
る
内
藤
　
功
氏

１
．

掲
載

新
聞

：
朝

日
新

聞
朝

刊
　

１
２

月
８

日
県

内
版

賛
同

者
・

団
体

の
名

前
は

紙
面

の
都

合
上

で
掲

載
で

き
ま

せ
ん

。

賛
同

さ
れ

た
方

々
に

は
後

日
、

意
見

　
広

告
と

賛
同

者
名

・
団

体
名

を
印

刷
し

た
も

の
を

お
渡

し
し

ま
す

。

２
．

掲
載

内
容

：
憲

法
９

条
と

百
里

（
米

軍
再

編
）

を
中

心

に
し

た
県

民
へ

の
ア

ピ
ー

ル

３
．

賛
同

費
：

   個
人

１
人

・
１

口
　

1
0

0
0

円
、

　
団

体
賛

同
    １

口
　

3
0

0
0

円

４
．

第
１

次
締

め
切

り
2

0
0

6
年

1
1

月
７

日
（

木
）

　
　

最
終

締
め

切
り

2
0

0
6

年
1

2
月

８
日

（
木

）
     　

５
．

申
し

込
み

先

　
　

　
〒

3
1

0
-
0

9
1

2
　

水
戸

市
見

川
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-
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2
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-
2

8
1
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フ
ァ
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2006　

か
る
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あ
農
園

 
ピ
ｰス

・
ナ
イ
ン

　
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
出
演
：
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
：
朴
　
保

　　 　　　
　　 　　　
　　 　　　
2
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0
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年年 年年年
1010 101010
月月 月月月
2
8
2
8
2
8
2
8
2
8
日日 日日日
（（ （（（
土土 土土土
）） ）））

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
1:00

開
場
　
1:30

開
演

　
　

結
城

市
民

文
化

セ
ン

タ
ー

「
ア

ク
ロ

ス
」

小
ホ

ー
ル

　
　
　
　
会
費
　
　
大
人
999
円
　
　
小
中
高
生
　
500
円

10･14
10･14
10･14
10･14
10･14「

教
育
基
本
法
改
悪
反
対
大
集
会
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　

に
参

加
し

て
に

参
加

し
て

に
参

加
し

て
に

参
加

し
て

に
参

加
し

て

　
　

　
　

　
　

水
戸

平
和

委
員

会
　

　
佐

川
　

廣
文

（
東

京
在

住
）

　
さ

わ
や

か
な

秋
晴

れ
の

１
４

日
、

明
治

公
園

で
開

か
れ

た
「

教
育

基
本

法
改

悪
反

対
大

集
会

」
。

会
場

を
埋

め
た

２
万

７
０

０
０

人
の

ひ
と

り
一

人
の

胸
に

は
、

戦
争

の
反

省
か

ら
生

ま
れ

た
「

教
育

基
本

法
」

を
、

い
ま

守
ら

な
け

れ
ば

、
と

い
う

熱
い

思
い

で
あ

ふ
れ

て

い
た

。

  私
が

茨
城

県
の

教
員

採
用

試
験

を
受

け
た

昭
和

４
０

年
代

前
半

は
、

採
用

試
験

に
教

基
法

と
憲

法
の

前
文

が
虫

食
い

問
題

で
出

る
と

の
こ

と

で
、

あ
ま

り
内

容
を

理
解

し
な

い
ま

ま
暗

記
し

た
も

の
で

あ
る

。
　

今
思

う
と

、
そ

の
当

時
の

茨
城

の
教

育
委

員
会

も
ま

ん
ざ

ら
捨

て
た

も
の

で
は

無
い

・
・

・
。

  今
回

の
集

会
の

盛
り

上
が

り
と

、
参

加
し

た
人

々
の

晴
れ

ば
れ

と
し

た
雰

囲
気

は
、

東
京

石
原

都
政

が
行

っ
た

「
日

の
丸

・
君

が
代

」

の
無

法
な

強
制

に
対

し
、

去
る

９
月

２
１

日
東

京
地

裁
が

違
憲

・
違

法
と

の
判

決
を

下
し

た
こ

と
が

、
大

き
な

励
み

に
な

っ
た

か
ら

で
あ

ろ
う

う
。

　
　

　
　

　

　
東

京
地

裁
判

決
は

、
国

旗
・

国
歌

を
尊

重
す

る
こ

と
は

当
然

だ
と

し
つ

つ
も

、
「

日
の

丸
・

君
が

代
」

は
そ

の
歴

史
的

経
緯

か
ら

反

対
す

る
国

民
も

少
な

く
な

い
こ

と
、

日
本

国
憲

法
は

相
反

す
る

世
界

観
、

主
義

・
主

張
を

持
つ

国
民

の
思

想
・

信
条

の
自

由
を

尊
重

す

る
原

理
に

た
っ

て
い

る
こ

と
、

一
律

に
個

々
人

に
強

制
す

る
こ

と

は
、

憲
法

１
９

条
の

思
想

・
良

心
・

内
心

の
自

由
を

侵
害

す
る

も

の
だ

と
、

明
快

に
認

定
し

た
。

ま
た

、
国

家
権

力
に

よ
る

教
育

へ

の
「

不
当

な
支

配
」

を
排

除
し

た
教

基
法

第
１

０
条

に
違

反
す

る

と
し

い
る

。
こ

れ
は

政
府

の
改

定
案

が
す

す
め

よ
う

と
し

て
い

る

「
愛

国
心

」
な

ど
の

強
制

も
憲

法
違

反
だ

と
い

う
こ

と
を

示
し

た
判

決
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

　
私

事
に

な
る

が
、

教
職

在
任

、
後

半
の

約
２

０
年

間
は

、
入

学

式
・

卒
業

式
で

は
「

君
が

代
」

不
斉

唱
・

不
起

立
を

通
し

た
の

だ
が

、
な

ぜ
か

何
の

お
と

が
め

も
な

か
っ

た
の

だ
・

・
・

。
茨

城
で

は
無

視
さ

れ
た

感
は

否
め

な
い

。

  集
会

後
デ

モ
は

３
コ

ー
ス

に
別

れ
、

高
ら

か
に

シ
ュ

プ
レ

ヒ
コ

ー

ル
で

締
め

く
く

っ
た

の
だ

が
、

本
当

の
締

め
く

く
り

は
、

茨
城

の

現
職

の
先

生
方

も
交

え
た

、
居

酒
屋

談
議

で
あ

っ
た

。

　
教

育
基

本
法

に
は

、
「

個
人

の
尊

厳
を

重
ん

じ
、

真
理

と
平

和
を

希

求
す

る
人

間
の

育
成

を
期

す
る

」
と

書
か

れ
、

一
人

ひ
と

り
を

大
切

に

し
、

平
和

な
国

や
社

会
の

主
人

公
を

つ
く

る
こ

と
が

教
育

の
目

的
で

あ
る

と
定

め
て

い
ま

す
。

　
し

か
し

今
、

教
育

基
本

法
を

変
え

よ
う

と
、

教
育

基
本

法
「

改
正

」

法
案

の
審

議
が

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

安
倍

首
相

は
、

今
国

会
で

の
最

重

要
法

案
に

位
置

づ
け

て
成

立
を

ね
ら

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

「
改

正
」

法
案

は
、

子
ど

も
一

人
ひ

と
り

を
大

切
に

す
る

部
分

を
削

除
し

た

り
、

国
を

愛
す

る
態

度
が

書
き

込
ま

れ
た

り
、

政
府

が
教

育
内

容
を

統

制
で

き
る

仕
組

み
が

作
ら

れ
、

政
府

が
国

民
に

「
国

を
愛

す
る

」
事

を

強
制

す
る

も
の

に
な

っ
て

い
ま

す
。

　
と

こ
ろ

で
、

「
愛

」
を

強
制

す
る

こ
と

は
出

来
る

で
し

ょ
う

か
。

答

は
ノ

ー
で

す
。

愛
を

強
制

す
る

こ
と

は
出

来
ま

せ
ん

。
無

理
に

強
制

し

よ
う

と
い

う
の

は
、

ス
ト

ー
カ

ー
で

す
。

ス
ト

ー
カ

ー
が

愛
を

得
る

こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
政

府
の

い
う

「
愛

国
心

」
は

、
国

を
愛

す
る

こ
と

で
は

な
く

、
黙

っ

て
従

う
こ

と
、

「
服

従
」

で
す

。
服

従
は

、
暴

力
と

恐
怖

あ
る

い
は

洗

脳
に

よ
っ

て
可

能
に

な
り

ま
す

。
今

、
政

府
は

、
大

人
に

は
暴

力
と

恐
怖

（
格

差
社

会
と

福
祉

切
り

捨
て

）
、

子
ど

も
た

ち
は

洗
脳

（
教

育
の

統
制

）

に
よ

っ
て

政
府

に
服

従
す

る
国

民
を

作
ろ

う
と

し
て

い
る

に
他

な
り

ま
せ

ん
。

　
子

ど
も

が
親

を
愛

し
尊

敬
す

る
の

は
、

親
が

子
に

深
い

愛
情

を
持

っ
て

大

切
に

し
て

い
る

か
ら

で
す

。
子

ど
も

を
暴

力
と

恐
怖

で
押

さ
え

つ
け

れ
ば

、

子
ど

も
は

親
を

憎
み

ま
す

。
国

と
国

民
も

同
じ

で
す

。
政

府
か

ら
愛

情
を

持
っ

て
大

切
に

さ
れ

な
け

れ
ば

愛
を

は
ぐ

く
む

こ
と

は
出

来
な

い
の

で
す

。

　
未

来
の

主
権

者
た

る
子

ど
も

た
ち

が
愛

す
る

に
値

す
る

平
和

な
国

や
地

域
、

社
会

を
つ

く
る

た
め

、
憲

法
、

教
育

基
本

法
を

変
え

て
は

な
り

ま
せ

ん
。

　
教
育
基
本
法
を
変
え
る
な
！

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
茨

城
県

高
等

学
校

教
職

員
組

合
　

書
記

長
　

佐
々

木
　

正
久

『
す
い
と
ん
っ
汁
』
を
囲
み

・
・
・

　
　
　

・
・
・
戦
時
･戦
後
を
語
る
会
・
・
・

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
1010 101010
月月 月月月
2929 292929
日
　

日
　
日
　

日
　

日
　
午
前

午
前

午
前

午
前

午
前
1111 111111時時 時時時

3030 303030分
～

分
～

分
～

分
～

分
～

　
　
勝
田
子
供

　
　
勝
田
子
供

　
　
勝
田
子
供

　
　
勝
田
子
供

　
　
勝
田
子
供
ｾﾝﾀｰ
ｾﾝﾀｰ
ｾﾝﾀｰ
ｾﾝﾀｰ
ｾﾝﾀｰに

て
に
て
に
て

に
て

に
て

　　 　　　
　　 　　　
弁弁 弁弁弁
当当 当当当
持持 持持持
ちち ちちち
寄寄 寄寄寄
りり りりり
でで ででで
、、 、、、　　 　　　
参参 参参参
加加 加加加
無無 無無無
料料 料料料

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ひ
た
ち
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ひ
た
ち
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ひ
た
ち
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ひ
た
ち
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ひ
た
ち
な
か
『『 『『『
九九 九九九
条条 条条条
のの ののの
会会 会会会
』』 』』』
ーー ーーー

事務局便 事務局便 事務局便 事務局便 事務局便

　事務所の、救援会、自

治研、いしずえ会、県学

習協と我々が県・平・事

務所に集まり、昼にカ

レーライスを食べた。

とても旨かった。

たわいの無い話を交し、

ちょっとした親睦にも。

　メニューは階下の新

婦人の方の手作り、お

いしい漬物とナシと柿

のデザートが付いて三

〇〇円。毎月最後の週

の火曜日、いろいろな

メニューを考え皆にふ

るまうとのこと。

　会員の皆さん、食べ

にこない？　　　（ま）


